特注ガラス注文書（ガラス修理）

注文者（以下「甲」という。）は、受注者（以下「乙」という。）に対し、以下の内容により特注ガラスの製作、加工および納品を注文する。

第1条（注文の目的）
本注文書は、甲が指定する寸法、ガラス種類、厚さ、形状、加工方法その他の仕様に基づき、乙が特注ガラスを製作または手配し、甲に納品する際の注文内容および条件を明確にすることを目的とする。

第2条（注文内容）
甲が乙に注文する特注ガラスの内容は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	使用場所
	

	建物・施設名
	

	使用箇所
	□ 窓　□ ドア　□ 間仕切り　□ ショーケース　□ 鏡　□ その他（　　　　　　）

	注文数量
	枚

	使用目的
	□ 修理交換　□ 新規施工　□ 予備品　□ その他（　　　　　　）



第3条（ガラス仕様）
特注ガラスの仕様は、次のとおりとする。
	項目
	仕様・内容

	ガラス種類
	□ フロートガラス　□ 強化ガラス　□ 合わせガラス　□ 複層ガラス　□ 網入りガラス　□ 型板ガラス　□ その他（　　　　　　）

	厚さ
	mm

	寸法
	幅　　　　　　mm × 高さ　　　　　　mm

	形状
	□ 四角形　□ 円形　□ 異形　□ その他（　　　　　　）

	色・透明度
	

	メーカー・製品名
	

	数量
	枚

	その他仕様
	



第4条（加工内容）
甲が指定する加工内容は、次のとおりとする。
	加工項目
	指定内容

	切断加工
	□ あり　□ なし

	面取り加工
	□ あり　□ なし

	磨き加工
	□ あり　□ なし

	穴あけ加工
	□ あり　□ なし　穴径・位置（　　　　　　　　　）

	切欠き加工
	□ あり　□ なし

	R加工
	□ あり　□ なし　R寸法（　　　　　　　　　）

	強化加工
	□ あり　□ なし

	フィルム加工
	□ あり　□ なし　種類（　　　　　　　　　）

	その他加工
	




第5条（寸法および仕様の確認）
1. 甲は、発注前に、本注文書に記載された寸法、ガラス種類、厚さ、形状、加工内容、色その他の仕様を確認するものとする。
2. 甲が乙に寸法を指定して注文する場合、甲は当該寸法の正確性について確認したうえで注文するものとする。
3. 乙が現地調査または採寸を行った場合は、乙が確認した寸法を基礎として製作または手配を行うものとする。
4. 図面、写真、スケッチその他の資料に基づき製作する場合、当該資料は本注文書の一部を構成するものとする。

第6条（特注品であることの確認）
1. 甲は、本注文書に基づき製作または加工されるガラスが、甲の指定する仕様に基づく特注品であることを確認する。
2. 製作または加工開始後は、乙の責めに帰すべき事由がある場合を除き、甲の都合による仕様変更、返品または交換が困難となる場合があることを甲は確認する。
3. 製作開始後に甲が仕様変更を希望する場合、甲乙協議のうえ、その可否、追加費用および納期を決定する。

第7条（注文金額）
本注文に係る金額および支払条件は、次のとおりとする。
	項目
	金額・条件

	ガラス代金
	金　　　　　　　　　円（税込）

	加工費
	金　　　　　　　　　円（税込）

	配送費
	金　　　　　　　　　円（税込）

	その他費用
	金　　　　　　　　　円（税込）

	合計金額
	金　　　　　　　　　円（税込）

	支払方法
	□ 銀行振込　□ 現金　□ クレジットカード　□ その他（　　　　　　）

	支払期限
	年　　　月　　　日



第8条（納期および納品）
1. 本注文に係る予定納期は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	注文日
	年　　　月　　　日

	製作開始予定日
	年　　　月　　　日

	納品予定日
	年　　　月　　　日頃

	納品方法
	□ 店頭受取　□ 現場納品　□ 配送　□ その他（　　　　　　）

	納品場所
	


2. 
原材料の供給状況、メーカーの製造状況、運送事情、天候、災害その他乙の合理的な支配を超える事情により、予定納期が変更となる場合がある。
3. 前項の場合、乙は判明後速やかに甲へ通知し、必要に応じて新たな納期を協議するものとする。

第9条（色調・外観等）
1. 甲は、ガラスの種類、製造時期、厚さ、加工方法その他の条件により、色調、透明度、反射、模様その他の外観に差異が生じる場合があることを確認する。
2. 既存ガラスとの交換の場合、既存ガラスと新規ガラスとの間に色調、透明度、反射その他の外観上の差異が生じる場合がある。
3. サンプルまたはカタログ等を確認して注文した場合であっても、実際の製品と表示上の色調等が完全には一致しない場合がある。

第10条（注文内容の変更）
甲が注文確定後に寸法、種類、加工方法、数量その他の仕様変更を希望する場合、乙は製作または手配の進行状況を確認し、その可否を判断する。変更が可能な場合、追加費用または納期変更が生じるときは、甲乙協議のうえ決定する。

第11条（注文のキャンセル）
1. 甲が注文確定後に注文をキャンセルする場合は、速やかに乙へ申し出るものとする。
2. 既にガラスの製作、加工、材料手配その他の作業が開始されている場合、乙は、それまでに発生した合理的な費用を甲に請求することができる。
3. 特注品の製作または加工が完了している場合の取扱いについては、製作状況および発生費用を踏まえ、甲乙協議のうえ決定する。


第12条（検品および不具合）
1. 甲は、ガラスの納品後、合理的な期間内に種類、寸法、数量、加工内容、破損の有無その他注文内容との適合性を確認するものとする。
2. 注文内容と異なる製品が納品された場合または乙の責めに帰すべき製作上の不具合が確認された場合、甲は速やかに乙へ通知するものとする。
3. 前項の場合、乙は状況を確認したうえで、再製作、交換その他合理的な方法により対応するものとする。

第13条（取付工事）
本注文書がガラスの製作、加工および納品のみを対象とし、取付工事を含まない場合、取付工事に関する施工条件、工事代金、施工責任その他の事項については、必要に応じて別途定めるものとする。

第14条（損害および責任）
甲または乙が、本注文書に定める義務に違反し、相手方に損害を与えた場合は、自己の責めに帰すべき範囲において、その損害を賠償するものとする。

第15条（協議事項）
本注文書に定めのない事項または本注文書の内容について疑義が生じた場合は、甲乙誠意をもって協議し、解決するものとする。

以上の注文内容および条件を確認し、本注文書を作成する。

　　





　　年　　　月　　　日

【甲（注文者）】
住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名・名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名・押印：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【乙（受注者）】
住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

会社名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

担当者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名・押印：

